
 

神林地区 令和４年度 推進交付金：６００，０００円 

取組１ 地域包括ケア推進事業   

神林地区地域ケア会議 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

住民同士の交流を活性化し、共に支え合うまちづくりを推進します。 

⑵ 取組 

神林パイナップルカフェ（年 9回）と出張サロン（年 4回）の開催。 

町内公民館等を活用し、高齢者が歩いて行ける距離での、誰でも気楽

に集まり話せる場、趣味を楽しむ場、情報収集の場、健康増進・介護予

防へ取り組む場として、世代を超えた交流の場を提供。カフェについて

は、ヴァイオリン・ピアノコンサート、特殊詐欺、相続の準備と遺言書

の書き方、減塩食、脳トレ、フレイル予防など、出張サロンは、からだ

リフレッシュ講座と、多様なテーマで開催することにより、住民同士の

交流を活性化し、共に支え合う地域包括ケアを推進。 

（パイナップルカフェ コンサート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

新規参加者の掘り起こしを行いながら、目的どおり誰もが気楽に集まれ

る場になるよう工夫してまいります。 

 



取組２ 子ども育成事業 

神林子ども会育成会 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

地域が一体となって子どもたちを支援し、子どもたちの地域への愛着を

高めるとともに、地域で育む意識の高揚を図ります。 

 

⑵ 取組 

ア マスつかみ大会 ７月３１日（日）   

    

  イ 正月飾りつくり講習会 １２月１８日（日） 

    伝統的な飾り（おやす、輪締め）体験 

 

⑶ 今後の展開 

引き続き、子ども育成会事業を支援すること

で、次世代の育成につながることを期待してい

ます。 

 

取組３ コミュニティバス利用促進事業 

神林町会連合会、神林公民館 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

路線バス公設民営化への対応として、

路線網維持に向けて、コミュニティバス

の利用促進とバス路線の周知を図るも

のです。 

⑵ 取組  

西部地域コミュニティバスＥ線（平

田・波田線）を利用した、「林檎の湯屋お

ぶ～」を目的としたツアー（体験乗車会）

を実施 

⑶ 今後の展開 

令和５年４月の路線再編に向けて、地

区住民への更なる地区内バス路線の周

知ＰＲとバス利用を促進するよう取り

組みます。 

 

取組４ 神林公民館・体育館避難所運営事業 

神林公民館・体育館避難所運営委員会 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

地震等の災害に備え、地域住民が主体的に避難所を開設、運営できるよ

う避難所運営委員会を開催するもの。また、防災資機材を年次計画で整備



するとともに訓練の実施により、住民の危機管理意識を高めるもの。  

 

⑵ 取組 

ア 防災用品を収納する倉庫の整備      

   

 

イ 避難所運営委員会 １１月１３日（日）の開催  

    松本市福祉政策課から、災害時支援を必要とする方への対応を学ぶと

ともに、避難所開設の流れについて運営マニュアルの確認を行い、住民

の危機管理意識を高めた。 

 

⑶ 今後の展開 

防災資機材については、引き続き計画的に整備をするとともに、避難所

運営・開設訓練を実施し、地域住民の防災意識向上に努めます。 

 

取組５ 地域活性化事業 

（地区文化祭 50回記念事業） 

神林町会連合会、神林公民館 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

イベントの開催により、子どもから高齢者までの幅広い年齢層の参加

を通じて住民間の交流と文化活動の活性化を図る。 

 

⑵ 取組 

神林ふれあい文化祭の

第５０回記念事業とし

て、松本蟻ケ崎高校書道

部の書道パフォーマンス

と波田少年少女合唱団に

よる特別記念公演イベン

トを実施。 

飲食を伴うイベントは

中止としたが、ステージ

発表を 3年ぶりに再開。 

記念イベントには、３００人を超える多くの地区住民の参加があった。 

 

 



 

また、「５０回の歩み」として神林ふれあい文化祭記念誌を発行。 

 
⑶ 今後の展開 

地区事業へより多くの住民が関心を持っていただくようなきっかけづ

くりとして、様々な工夫をしながら、実施していきます。 

 

 


